
滑走路逸脱・離着陸時における障害物との衝突は航空事故・重大インシ
デントの主要な形態のひとつです。

それらは単一の大きなエラーではなく、天候、ヒューマンファクター、
手順の省略といった「小さなリスクの連鎖」によって引き起こされると
されています。

令和５～６年にかけて、滑走路逸脱事案が７件発生し、そのうち４件は事故
でした。また、進入時に樹木に接触した事故が２件ありました。

事故離着陸訓練のため空港に進入中、誘導路を横切る形で着陸後、
フェンスに当たって停止した。飛行機令和５年

重大
ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ空港に着陸した際、滑走路を逸脱し、草地で停止した。飛行機

令和６年

重大
ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ場外離着陸場に着陸した際、滑走路をオーバーランした。超軽量

動力機
事故空港に着陸した際、滑走路を逸脱し、草地で停止した。飛行機
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ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ飛行場に着陸した際、滑走路から逸脱し、草地で停止した。飛行機

事故
ウインチ曳航により滑空場を離陸したが、適切に上昇できなかっ
たため滑空場に着陸した。着陸の際、滑走路をオーバーランし、
滑空場付近の河川敷内の草地で停止した。

滑空機

事故場外離着陸場に着陸した際、滑走路からオーバーランし、崖から
落下し、離着陸場付近の草地で横転し停止した。飛行機

－－－令和５年

事故空港に向けて進入中、進入経路から逸れ、空港の南東の山中の樹
木に接触した。飛行機

令和６年
事故空港に向けて進入中、メインローターブレード及び機体の一部が

樹木に接触した。回転翼

近年の発生状況

滑走路逸脱・離着陸時における障害物との衝突はなぜ起こるのか

滑走路逸脱

進入時に樹木に接触

滑走路逸脱・離着陸時における
障害物との衝突防止
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その他

疲労 機体の故障

気象過大な速度

着陸継続の判断

進入が不安定だ。
復行しようかな。

大丈夫。このまま
着陸できる。

地上の障害物

狭あい地での離着陸

滑走路逸脱・離着陸時における
障害物との衝突を誘発するリスク

共通のリスク

飛行機特有のリスク

ヘリコプター特有のリスク



滑走路逸脱・離着陸時における
障害物との衝突の防止策

滑走路の長さ、幅、勾配、気温、風などから離着陸性能を把握する。

（ノータム：航空情報）を必ず確認し、滑走路の路面の状態、障害物の設
置の有無などを確認する。

上記の情報から必要に応じて運航を見直す。

チャートなどにより、出発及び着陸経路上の障害物（鉄塔、山など）の位置と高
さを事前に把握しておく。

予想される気象条件や空港の特性に対し、自身の経験や技量が十分であるか冷静
に判断する。

降着装置（ギア）、フラップなど、着陸に必要な装置が正しく設定されているこ
とをチェックリストに従って確実に確認する。

情報などを聴取し、最新の気象情報（特に風）と使用滑走路を確認する。運
航前に得た情報から変化している可能性があるため、必ず最新情報で計画を更新
する。

：使用する滑走路、進入方式、最低降下高度、着陸復行条件
：使用する滑走路、滑走路や周辺の目視確認、進入経路

上記について、同乗者がいれば共有し、一人であっても声に出して確認（セルフ
ブリーフィング）する。これにより、頭の中が整理され、いざという時に迷わず
行動できる。

「何が起きたら着陸を中断、復行するのか」を確認する。

飛行計画作成時の確認

着陸進入前の準備



最終進入コース上の特定の高度（例：対地 ）までに、以下の状態を安定さ
せ、維持する。

• 正しい飛行経路
• 正しい目標進入速度
• 着陸に適した機体の形態（ギア、フラップ）
• エンジン出力

もし、この「安定した進入」が確立できない、あるいは途中で維持できなくなっ
た場合は、絶対に無理をせず、直ちにゴーアラウンド（着陸復行）を決断・実行
する。

（進入角指示灯）などの視覚援助施設を最大限に活用し、正しい進入経路を
維持する。

滑走路のエーミングポイントを目標とし、そこへ正確に接地できるよう操作する。

クラブ（機首を風上に向ける）やウイングロー（機体を傾ける）といった操作を
適切に行い、機体が滑走路の中心線から流されないようにコントロールし続ける。

接地後は気を抜かずに適切なブレーキの使用や逆推力装置（装備されている場
合）を使用して減速を開始する。最後まで方向を維持し、滑走路の中心線をト
レースするよう努める。

最終進入コース上の特定の高度（例：対地 ）までに、以下の状態を安定さ
せ、維持する。

• 正しい飛行経路
• 正しい目標進入速度
• 着陸に適した機体の形態（ギア、フラップ）
• エンジン出力

もし、この「安定した進入」が確立できない、あるいは途中で維持できなくなっ
た場合は、絶対に無理をせず、直ちにゴーアラウンド（着陸復行）を決断・実行
する。

（進入角指示灯）などの視覚援助施設を最大限に活用し、正しい進入経路を
維持する。

滑走路のエーミングポイントを目標とし、そこへ正確に接地できるよう操作する。

クラブ（機首を風上に向ける）やウイングロー（機体を傾ける）といった操作を
適切に行い、機体が滑走路の中心線から流されないようにコントロールし続ける。

接地後は気を抜かずに適切なブレーキの使用や逆推力装置（装備されている場
合）を使用して減速を開始する。最後まで方向を維持し、滑走路の中心線をト
レースするよう努める。

着陸進入時の対応

小型機が就航する空港を中心に、飛行検査機
で撮影したアプローチの画像等を活用し、空港
周辺の地形や物標の視覚的な情報として動画を
公開していますので、ぜひご活用ください。
※ ：

安全な着陸は、航空機に乗り込むずっと前から始まっています。
今日も万全の準備と決断で、確実な運航を。
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